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よび嚇ポ離轍暮時閥保つた後，水を加え，さら轍風乾

した不定方位試料の醐折図形を第鴛図に示す。この図か

疹もその一端が知られるように，低角度側にある底面反

射紅基づく最強ビータは，過剰紅水を含む場禽の鴛2Aか

ら，薦混に無熱して脱水した場合の参、響Aまで変化し，

特に気候条件（湿度）の変化によつて誌え，驚，蕪Aない

し鷲，箏A程魔の変化を起こしうる亀のであ懲．また底爾

反射は必ずしも簡単な整数系列を作らないが，時1雛ほ正

確に整数系列を作り，特鵜鱗，難A型のも賦）で明瞭であ

る、充分に乾燥した驚方位試料（第慧図灘）に醗られも

鱒Aの長遍期は，すでに｛｝．w、難1撮翌εyα鰯）によ善

指摘されたところである。・一方，2驚℃に加熱した後，

加水し，風乾した試料の底藤反射は，第2図欝に示した

ように不鮮明で散漫紅なる，、しかし審らに蕎温範加熱す

れば第襲図Vに示Uたようにふたたび鮮明になり，滑石

の底薦反射載近いもの1鷺漸近する．

　一方，繊維状の場禽の回折図形はこれとはかなり相違

する．欝鶉一欝の分離試料を常温で風乾した不定方位試

料の鱗折図形（第蕪図幻は，同じ条件紅おける憩2＄一

灘のそれ（第雲図黛）と比較し鴫二次光反射に関し《
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は金く一一致する紅もかかわらず，鷹簾反射には署しい差

異が認められる．ζの場禽の低角度側／鳳ある鷹面反射は

難畷2Aに頂点を有ずる著しく不鮮明な散漫反射に過ぎ

ず，巌た簡単な整数系列を俘らない．すなオも欝鰺一欝

の常温風乾試料の図折図三形（第釧窯㍑）は欝器…鑓の

鷺鱒℃に加熱した試料の騨折図形（第窯図欝〉紅非常鵜

良く似てい易。

　以上賦）ように，欝懸一欝の醸折図形に層状構遣の続駆

璽ねぴ）不整に基づく二次元反射が認められ贔点は光学顕

微鏡下で昆られる外形が繊維状である、蕉と調和Uない、，

しかし，あとで述べ難よう紅，胤の繊維状の外形は電子

顯微鏡下で見蓄れダとうな超微細部分では全く保たれて

おらず導かえつて板状に近い購爽（図版婁）とは良く調

和す恐ものである、また本試料が麟状構遣を有するもの

であ《之とは，二1次元反射以外の散漫反射が，第釧激こ二

示すよう轍，加熱するに従つて鮮明になり，終轍は憩器

一灘の場禽と同様に，滑石の鷹面反射にきわめて類似

する鮮明なピー一クにな恐事実歓計暖　裏付け瞬灘懲も
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のが妥滋であろう．したがつて雛’点からも，本献料が，

なんらかの繊維状鉱物後の仮線である可熊性が強いこと

瓢なる．
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る、，こ津めのビークは定方位試料靴おいてますます鮮明

観な馨ので，二次元反射紅基づくものとは考え難い。ま

た無熱轍対して，他の底灘反射が次第靴鮮！螂こな甑終

には滑石様の図形を呈母藤に翌燈のに反して，これ…）の

ピークは蔭00℃付近までを濫全く変化せず，それ以上の満

温では消滅してし蕉う．これらの事実を暫慮じ，さら紅

次紅述べる化学組成を毒考瓢すれば，これらのぜ一タは

分離し得なかつた蛇紋石様鉱物の混入に由来す難ものと

考え鵜のが妥当のよっであ罫．

　欝認一騨の試料は，充分靴湿らせ過剰の水を含豪せて

も，　蕉た戟熱y裏鱗襟鋤》鷺〔）亙嘆3藏鮎躍鷺しても，…簿しレ・窪鱗護升露1
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を第窯畿紅牽す．同時鷺，すで轍発表されている他‘i地

の灘v鰍織鐙の分析結．果を比較のため紅あわせて示し
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造を膚する《のと考えられ雛ケ鳥それに従つて原子簸

基準に、り構造式を計算すれば次のよ二）紀な蓄凱
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顛蝶く瓢、諏つて完全瓢もとr、もど｝夢鵯とができ熟が〉馨慧暮
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蹴～嶺麟総慧で轄i慧一沁A前後紅あつて，時には非常

に散漫．になる，，蕪た蹴・噸烹蹴ε置では底面反射が簡単

な整数系列を作矯ごとがあるのに対し，蹴騰欝魏蔓で

嫁一般に簡単な整数系列を作らない・・

　（癖　sw戯鷲漉琶

　水および紬y三献獄慧ly翻鷺1こ1、より，漁v鷺癌穂麟ま

蹴嫌m蓑馨を行なうが，蹴穫ユ醸鷺聾は猟媛llぎ導を行な

オな㌧、蔓）

　緯）　カi蓬水舗／悦ガく

　蹴嚇鶴蜘蕊は騰漁、Fが安定な限鱗あ　欝逆的轍加水・

慧沌オくをψするカ㍉　s緯v鷺黛爵麺慧．の雲勢’含は講蠣壬逆で澄）る瓜

　鍵）　騨瓢数鷺講｛系

　大蒙丸条磨1二で歎）｛ジ鷺弱軸タ凝真麸懐二に蹴鴛マ鷺難雛糠璽を方礎鞭等毒『

オ、、韓1雰　薯緯v磁儀滋穂翼4＼襲葺2つゼ）ンが，　8艶v轍爲豆箆蓋蓋ンうら

s箆v磁11si靴蓋　・＼｛ノ壇疲イヒ1お鑑こら質ぐ，・．

　二人：妻愚姦畝1、．1iに譜鷺㌧ゾぐ射、よ隻　織ev鷺纂瀬緯亙　と獣磐、贋きぎ欝鴛奪葺

との聾i違は叢嚢）次室二〆）いて蕎）欝暴．オし豊謹ぎ麟詩ぽ牽占ゴニ〉1犬，唾麦藩

捻繊牽緯1穿ぐ　 墨壌曖、）ものであ蓬　　し、・ノ》しこの差・異・は必・づどし

｛．奪　補鄭」急義も（δと1洩麟嚢叉赫らオし婁蓑い、、づ一な象）ち》　翌i譲慧鍍　ら

お、／こび鷺蜘醜yは繊維状であり欺がら，灘磯磁縄

に属するもの奮、己載してい罫，

　鉱物学的性質における鯉v鶏藏韓颪および鷲の相違

ほ，脱水および加水実験の結果をテ嚇裟動れば，根本的に

は，含水量お、よび濃水ぴ、）機構に蓑づくもので，構造に関

す考講欝戴葱経ご明ξ蕩う・紅されるて泌ろう，　詳をれについ

では別に報告す葛予定で’）る　（ll肉津秀夫・安酬嚢：一，

欝鋤、

　　・ププう　胤癖げら（拶嚢驚本嚢勺な相違は，擁糞坑葦幾境の鷲翼遍1胤よ

．。）て趨きると考えるのが妥当である．　／一なわち，加水・

脱水過程騨ll逆か爵非可逆になる条伶を境にして，それ

，試リイ癒瀞玉で幡丈、、、、気圧の1鋳いづ桑桝二の『「「1マでは3総v鱒綿i雛蓋オ象

安定であり，逆の場合は鐵敬鷺麟韓翼が安定になつて，

3遮 ・く，磐嚢愚）



大堀鉱レ庸薫S欝驚麟賛につ秘・《（大搾秀夫明鳴1、潅奪墾大町北一部）

それぞれの条件 下で安定なものが生成すると考えられ

る票

　S灘綴額鷺慧は温度の上昇に伴ない，連続的に脱水し

て，大気の湿度条件の下で1薩約鴨ポ（1という高温にお

いてはじめて滑石に相当する含水二鍛を持つに至る．そ博も

より低温では嚢禽水量およびX線翻折図穆熱らみて季滑

石よりはむしろ灘鴨購蚤騰慧が安定であ恐，，ところが

P．M．獅yと勲、鼠oy（鍛5婁）の熱水禽成実験によれば，

厳暮一噺ン疇り騨ナィ卦と滑石との安定領域の鷲界瓢

水驚が欝，㈱群（約纈気圧）の場合1こは，器ポ鱗す

近にあるとされている。もレこれが事実とすれば穿嘉圧

の場禽の境界温度は，大気の湿鷹条件の場舎と捻かなり

の差があ《流とに獄り，しかも境界温度の水庶によ葛変

化方向は，普通薪）脱水反応と濾逆である，一方，夏蜘yら

の求めた境界温度は，実は灘鴨熱糠葱と鷺の安定境

界を示すものである町能性もあ燈。とにかく，滑石と

s醗鴨三麟靴との安定関係は，s糠鷲賂気捷黛の存姦を考欝1

に入れて夢さらに再検討する必要があろう．

　…方，滑石が韻火輝石と無水珪酸へ脱水す膝温慶につ

いては，鼠響嚇薦い水駈下で求～）た値（約懸ポ⇔

は，筆巻らが大気の湿度条件の下で求めた億（第4，誉

図）と良◇一致してい恐．しかし最近，w，s．恥艶（欝

翻〉は本圧葱，○○創気蕉以上の禽成実験で，滑石と頑火輝

石の間瓢直閃石の安定領域があるごとをみいだしている

が，筆潔らの行なつた非常瓢低い水蒸気ぼ下の脱本実験

では，それを認めることができなかっ）た、，鑑れについて1

も詳細な検討の必要が藩ノ

　以上のように灘隙駕綴鷺の脱水には，潟度のほか紅水

蒸気圧を考慮する必要があるが，灘V轍麟燃蕉と鷲の安

定領域の境界温慶が，普通の脱水反応におけるように水

蒸気駈によウてあまり大きくは変化しないとす勲、ば，大

堀鉱山におけ讐〉灘鴨撚1総の生成は次のようなものであ

ろう。すなわち，早期の愚カルン形成期につづく晩期謹）

熱水期における醗慧の添加こよケご，窯雛℃前後諌齢い

はそれ以上の漏度で，欝盤一騨で代表される灘隙麟騰

鷺が既存の繊維状鉱物を交代して仮像として生成し，温

度がさらに下降して，少なくと慰窯○ポC前後以下に獄

ると，欝鮒一総で代表され鵜蹴驚鵜1総冤が漏ll土状を

なしズ生成したものであゼ、、

　スカルン形成期の生成物は，簾灰石・バ愚タム石・ざ

くる石（茨ばん質〉・透輝石・緑簾石等の，

塩霞窯．成分とする鉱物からなるものであるが，まれ嬢濾

騒羅一珪酸塩鉱物であ絡滑石の産出が，穿、慕められる．この

ような熟カルン形成期におけ導躍騨の鉱化作用は，熱水

期続おける蜘膿踊ζ鰐）生成の前駆をなすと考え鍵れ，

嫉霧賦）鉱化作用が愚カルン形成期から熱水期へ，環境，

特に温度条件の変化に応じて，滑石（および透輝石）

嘩就轍襟撚1韓翼・輔繍マ磁漁賛薫のようにき鉱物相を嚢え

ながら連続または断続したもの罫薄．鎌の鉱化作矯

がスカルン形成期において最盛期紅達し，その後の熱水

期には少量の方解石，憲たは選絃と結びついて緑簾石と

してそ）残影麟1）れ鵜に過ぎないのに対レて，懸経φ

鉱化作用は熟カルン形成期鵜その端を楽しながらも，そ

の最盛期は熱本期において，蹴V襲瀧の生成とレ吟形

で表われ蝋いるとみなす識とができるで澄ろう．

　　　　　　　　　　　　（昭零曝年懲月　嘆欝輩調査）

窯　献

i）簾奪繍（蚤贈，《蔦紙憾靴聯麟歌，翫鷺鱒繊蟹撮幅t愈一

　　　　　　騨輯磁騰／蜘・》£笈席麟灘嶽瞳

　　　　　　礁獄㌶轍敢1礁Af薫L嫉髭嵐，v鞭L鶴

　　　　　　P壌鐙一滋学携驚暮

慧）　撚暇，G，丁．撫　熊鰍臓輪，KJ」S靴v鷺醸騰，

　　　　　　騰畿ゴ1羅濃羅議灘轍燃魏r（〉f漁礁瓢蝶恥

　　　　　　驚鍵量難瞬騰霧猟裏欝肇擁胤蟻熊，，v軽L

　　　　　　綿，ひ繋器　銘乳欝欝

s）独麟，G。τ，，蕪紬鼠糠y，」諒瀧赫慕醸，Gβ

　　　　　　Aダ蝋瞬y繍s癖離1蓑奪諺ω譲／婦

　　　　　　工繍購無織A臨臨薫鮎，vOL騒，欝瀞臆

　　　　　　～3懸筆裏瓢嚢

農）窮癒，w藩」蜘醜麟諏v幾霞ぬ康y　Of餓馬

　　　　　　鋤鎌曜堺ll樵，鞭d　轍蹴雛圭蜘，A鳳

　　　　　　画囎爆慕，v硫懸○，欝譲命（凶壕総，欝慕窯

濁　大津秀夫・嶋崎壽彦・大町」1ヒー郎・安藤厚・原田

　　　　　　久光1パ業タム蒙の甑状と鉱物学的性

　　　　　　質，山形県大堀鉱山の鉱床学酌研究

　　　　　　　（第滅報），地質調査醗滞報，V繍鴛，

　　　　　　1｝講鍵嘩暴輪欝艦

劔　大津秀夫・安照俊一1簸劔鷺瓢蜘の加熱脱水，昭

　　　　　　和鍵年度鉱物学会，蕎演，欝鑓

韓　 R蕊黛磁濃撃鷺．A．o．1縦鯉麟s慧鷺　f鱒獄　嶽燃w膿陰

　　　　　　s灘　量蘇　t総ぎ轡Q難　のゼ漁薙騰繍

　　　　　　Ty黙禁食数暖無鮎　難翼撚級3v（）L　3驚爵欝・驚隻＄　》

　　　　　　購亀鴛弱

8）髪如γ，蔓烹甑＆幽y，鼠誤雛y麗ま惑隠瓢鼠簿麟レ

　　　　　　旗y費f繍蹴轟捻i雛醜sy蹴灘晦α
　　　　　　母ρド泓｛）慧曙璽ρ，A糠騒瓢，v（｝L鑑難，

　　　　　　釜〉ほ嬰～薫醤，欝灘

鑛一（欝ω



図版1

灘

繊維状stevensiteの顕微鏡的産状曳1）

S＝ste、rensite

C：方解石
G：ざくろ石
（One　jNicoi）

漁

図版2
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繊維状stevensiteの顕微鏡的産状（2）
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繊維状stevensiteの電子顕微鏡写真




